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1 ．は じ め に

　観光庁の発表によれば，201₈年に訪日外国人旅行者数は311₉万人になり，初めて3000万人台を

突破し，それによるインバウンド消費も201₈年に 4 兆50₆4億円に達している．インバウンド消費

の拡大は所得と雇用を生み出す源泉となり，日本経済全体と地域に大きな貢献をもたらしている．

観光庁（201₈）の発表では，2012年から201₆年の名目 GDP約40兆円増加のうち，観光は4.5％（約

2兆円）の寄与率である．また，観光 GDPもこの間23.0％の成長を示し，その伸び率は自動車な

どの輸送用機械とともにトップクラスである．さらに，リピーターが増加した結果，人の流れが

地方への変化をもたらしており，地方での投資機会を増やしつつある．

　日本の人口減少・超高齢化社会が進むことによる国内市場の縮小や地域の消費力が減退する中

で，このように観光産業は今後日本の基幹産業の柱のひとつとなり，また地方創生の切り札と期

待されるようになっている1）．しかしその反面，訪日外国人旅行者数は近年増えているものの，旅
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行消費額は伸び悩んでおり，一人当たりの消費額も減っている．同じく観光庁の発表では，旅行

者数は対前年比の₈.₇％と伸びているが，消費額は2.0％の微増にとどまっており，一人当たりの消

費額が2015年 ₇ ～ ₉ 月のピーク時は1₈.₇万円だったが，201₈年には15万25₉4円で連続 3年減少であ

る．したがって，急速に拡大している外国人旅行者の訪日観光行動の解明は，学術的な意義はい

うまでもなく，インバウンド需要拡大への取り組みに対する政策面からの要請に応えるものとい

える．

　そこで本研究では外国人旅行者数の中で最も多い中国人観光客に焦点を当てて，その訪日に関

する観光行動の特徴を明らかにしようとしている．201₈年の中国人旅行者は₈00万人台を突破し，

₈32万人となり，全体の2₆.₇％を占めている．しかも中国人旅行者の旅行消費額は 1兆53₇0億円で

全体の34.1％を占めており，第 2位の韓国人旅行者の5₈42億円より約 1兆円も多い．一人当たりの

旅行費用は22万円で，前年度より単価が減少したものの，欧米人長期滞在の旅行者を除くと，一

人当たりの旅行消費額は最も高い2）．いわば，中国人旅行者は日本のインバウンド消費の原動力と

なっている．

　外国人旅行者による一層のインバウンド需要を拡大するためには，滞在日数の多い欧米諸国の

訪日客を増やすことが重要な鍵となるが，他方では日本のインバウンド消費を牽引する中国人旅

行者に対して，日々変化としている観光行動に着目した分析や適切な誘致戦略を打ち出すことが

求められるのである．

　しかしながら，中国人旅行者が一体どんな特徴をもち，どこから，どのような観光目的で訪日

しているのかなどについての全体像は必ずしも明らかにされていない．とくにミクロデータの視

点からの実証研究は，筆者達がサーベイした限り，唐成研究室（201₇a，201₇b）以外ではほとんど

行われていない．したがって，本研究の目的は中国人観光客を焦点に，独自のアンケート調査

データに基づき，中国人観光客の訪日観光の特徴（実態）を明らかにすることにある．より具体的

には，訪日中国人観光客を所得層，地域性，来日回数などによりセグメント化し，訪日観光行動

の特性を実証的に明らかにすることにより，訪日中国人観光者に対するインバウンド需要の拡大

策に関するインプリケーションを導出することである．

2．先 行 研 究

　これまでの研究では，中国人観光客を対象とする調査分析が少ない上，その観光目的に関する

の₆000万人に増やすほか，同外国人旅行消費額も2020年 ₈ 兆円から2030年の1₈兆円にまで拡大させてい
くという目標を立てている．

2）　例えば，訪日客数が₇53万人と 2番目の韓国は一人当たり ₇万円，台湾が12万円，香港15万円となって
いる．
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ミクロデータに基づく実証分析は唐成研究室（201₇a 201₇b）を除くと，ほぼ皆無である．例えば，

鄔（201₆）は観光政策と訪日観光客の動向との関連を捉えている．とくにプル要因としては日本の

インバウンド観光政策が訪日中国人の観光にどのような影響与えたかを考察した．戴（2011）は中

国人旅行者の旅行先選択行動と旅先の特性に着目し，セミマクロの集計値データによる回帰分析

を行い，各都道府県への中国人旅行者の訪問決定要因に関する影響度合いを分析している．また

戴（201₆）は訪日中国人旅行者を対象に，とくに九州訪問に関する旅行先分布を回帰分析でその特

徴と影響要因を明らかにしている．他方で，姚峰他（201₆）は都道府県ベースのパネルデータ回帰

分析を用いて各都道府県を訪問する中国人，香港人及び台湾人観光客の旅行先の選択要因につい

て，都道府県の知名度や在日中国人居住者数が旅行先の選択に影響を与えていると実証研究を

行っている．

　中国人観光客の買物行動やその背景を分析している先行研究として，卿，杜，劉（2015）がある

が，そこでは爆買いの原因のひとつとして，中国人は日本での買物に対して「丁寧さ」や「専門

的」というイメージを持っていることを指摘している．辻本（201₆）と Tsujimoto（201₇）は日本

訪問を経験した中国人のアンケートをもとに，観光地域別のお土産の購買行動に関して北海道と

その他の地域での差異点を見いだしている．さらに，唐成研究室（201₇a）は独自のアンケート調

査に基づいて，中国人旅行者の意識の変化が，「モノ」から「コト」へとニーズが多様化したばか

りか，購買品目の変化をもたらしていることを実証的に明らかにしている．また，リピーターや

富裕層は洋服の購入費が高いという特徴も明らかにしている．

　中国人旅行者の観光ニーズの動向に関する分析では，観光庁（201₇），中部圏社会経済研究所

（201₇），日本政策投資銀行（201₇）は共通して，中国人旅行者は「爆買い」現象に代表されるモノ

消費から，アクティビティ体験等のコト消費へとシフトしていることを指摘している．とくにリ

ピーターの増加は消費機会の増加を意味するため，経済効果の面からみるとプラスに働くと考え

られる．この点に関して，唐成研究室（201₇b）ではリピーターは日本食に対する興味が高いこと，

寿司などの代表的な日本料理よりも和菓子やスイーツといったものにより関心があることを明ら

かにしている．さらに唐成研究室（201₈a）は日本食に対する地域別の好みの違いや情報源との関

係を実証的に示している．また唐成研究室（201₈b）は訪日中国人観光客を団体旅行と個人旅行に

分類した上で，団体客の特徴，観光ニーズなどを明らかにしつつ，銚子を具体例としてインバウ

ンドの提案を行っている．

　しかし，これまでの研究成果をみる限り，中国人観光客を研究対象とした実証研究はまだ表層

的なものにとどまっており，観光目的の細分化や「地域性」に焦点を当てた中国人旅行者の観光

行動に関する実証研究はほとんどなされていない．とくにさまざまな地域差をもつ中国人観光客

をひとつの同質な集団として捉えるのではなく，地域性を考慮した中国人観光客の異質性を解明

することが必要と思われる．本研究は，独自のアンケート調査データを用いており，中国人旅行
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者の特徴をこのような視点から的確に捉えることができる．

　なお，本稿は次のような構成となっている．本節の先行研究のサーベイと研究目的に続いて，

次の第 3節では，独自アンケート調査の概要とその記述統計分析を行っている．ここでは，とく

に中国人観光客の属性，リピーター特性及び地域性を焦点に，中国人観光客の実態を明らかにす

る．第 4節では，中国人観光客の訪日の観光行動に関して仮説検証的な実証分析を行う．最後の

第 5節では，本研究の主な結論及び今後の研究課題を述べる．

3．アンケート調査の概要と記述統計分析

3 . 1 　アンケート調査の概要と記述統計

　以上のような問題意識と研究目的のもとで，本研究では201₇年及び201₈年のそれぞれ 4月から

₆月にかけて，都内の特定エリア（銀座，浅草，新宿，有楽町など）に設けた調査地点に立ち寄る

中国人観光客多数にたいして独自のアンケート調査を依頼した．なお，有効回収標本サイズは

201₇年413人，201₈年52₆人である．なお，依頼数にたいして回収率は約10％であった．本アンケー

トの調査票は政府観光局（JNTO）のアンケートの一部分を共通事項とし，独自に新たな質問項目

を加えている．

　表 1は本研究で用いたアンケートの記述統計である．その結果について，訪日中国人観光客の

平均年齢は33.₇歳で，2₉歳以下の比率が全体の44.5％を占めており，訪日中国人観光客の若さが特

徴的である．また，「どこから来たか」という質問項目で出身地を尋ねているが，標本サイズを考

慮し，出身地を便宜上次の 4つのエリア，すなわち，北京エリア（北京，天津）＝ 1，上海エリア

（上海，江蘇省，浙江省）＝ 2，広東エリア（広東省，広西省）＝ 3，その他エリア（上述したエリア

以外）＝ 4に区分している．アンケート結果では，上海エリアが22₉人，北京エリアが1₆4人，広東

エリア₈3人，その他エリア2₈₆人となっている．

　回答者である訪日中国人観光客の学歴をみると，大学卒は全体の₇5.5％，修士卒以上の₉.₈％と

合わせると，訪日客の₈5.3％が高学歴者である．回答者となった中国人観光客の多くは若く，高学

歴である．また中国人観光客の所得について，「①10万元以下，②11～15万元，③1₆～21万元，④

22～₆0万元，⑤₆1万元以上」という 5区分での世帯年収を尋ねている．回答結果によれば，④の

上位中間層が最も多く，全体の2₈.₆％を占めており，次は②の24.₆％，③の23.₇％であった．中国

人観光客の大半は中間層であると考えられ，それは，日本による観光ビザ取得要件の緩和がもた

らしたひとつの重要な帰結といえる．

　旅行予算と買物予算の平均は2₇,411元と15,4₆5元で，買物代金の割合が5₆.4％を占めており，「爆

買い」が終わったといわれている現在も依然として買物が大きな比重を占めている．観光庁が発

表した201₈年の中国人旅行消費額に占める買物代金の比率が52.4％であったが，我々の調査結果も
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表 1　記述統計の概要
変数 平均値 標準偏差 最小値 最大値 有効回答数 n.a.

201₈年ダミー 0.5₈₉ 0.4₉2 0 1 ₈2₈ 0
年齢 33.₇23 11.2₉₆ 1₇ ₈0 ₇₆2 ₆₆
～2₉歳ダミー 0.445 0.4₉₇ 0 1 ₇₆2 ₆₆
30～3₉歳ダミー 0.315 0.4₆5 0 1 ₇₆2 ₆₆
40歳～ダミー 0.240 0.42₇ 0 1 ₇₆2 ₆₆
地域ダミー 2.₆43 1.1₉0 1 4 ₇₆₇ ₆1
男性ダミー 0.3₈4 0.4₈₇ 0 1 ₈23 5
中学卒ダミー 0.01₈ 0.131 0 1 ₇₉₇ 31
高校卒ダミー 0.130 0.33₇ 0 1 ₇₉₇ 31
大学卒ダミー 0.₇55 0.430 0 1 ₇₉₇ 31
修士卒以上ダミー 0.0₉₈ 0.2₉₇ 0 1 ₇₉₇ 31
～10万元ダミー 0.1₆₇ 0.3₇3 0 1 ₇₇₇ 51
11～15万元ダミー 0.24₆ 0.431 0 1 ₇₇₇ 51
1₆～21万元ダミー 0.23₇ 0.425 0 1 ₇₇₇ 51
22～₆0万ダミー 0.2₈₆ 0.452 0 1 ₇₇₇ 51
₆1万元以上ダミー 0.0₆4 0.24₆ 0 1 ₇₇₇ 51
旅行予算 2₇,411.₈₈0 2₇,4₇₉.1₇0 2,000 300,000 ₇₆₆ ₆2
買物予算 15,4₆5.100 1₇,0₉4.₆50 500 150,000 ₇2₉ ₉₉
買物以外予算 12,0₇₈.210 15,123.₈10 0 240,000 ₇2₈ 100
来日回数 1.₆21 2.0₆₈ 1 3₇ ₈23 5
リピーター 0.14₇ 0.354 0 1 ₈23 5
滞在日数 ₆.35₆ 2.0₇₈ 1 30 ₈00 2₈
定番観光 0.55₇ 0.4₉₇ 0 1 ₈2₈ 0
体験型観光 0.1₇0 0.3₇₆ 0 1 ₈2₈ 0
日本食を楽しむ 0.0₉₈ 0.2₉₇ 0 1 ₈2₈ 0
買物 0.1₇5 0.3₈0 0 1 ₈2₈ 0
口コミ・SNSダミー 0.353 0.4₇₈ 0 1 ₇₈4 44
ガイドブック・雑誌 0.2₈1 0.450 0 1 ₇₈4 44
メディア 0.12₆ 0.332 0 1 ₇₈4 44
親戚・友人・WeChat 0.3₈1 0.4₈₆ 0 1 ₇₈4 44
その他 0.052 0.223 0 1 ₇₈4 44

　注） 1）地域ダミーは北京エリア＝ 1　上海エリア＝ 2　広東エリア＝ 3　その他エリア＝ 4とする．
　　　 2）訪日目的の中で，ビジネスや親戚訪問など観光以外の回答者を除いている．以下の分析内容も同じである．
出所）唐成研究室「訪日中国人観光客アンケート201₇，201₈年」．

それに近いものである．また日本での滞在日数は₆.4日であり，リピーターが全体の14.₇％を占め

ている．これは観光庁の201₇年の調査結果であるリピーター率40％より約25％低いが，観光庁の

調査は東京を含め全国の空港などで実施され，リピーターほど地方への観光に出かけることを考



184

慮すると，妥当な結果数字といえよう．

　「今回最重視の訪日観光目的」としては，全体の中でも「定番観光」（景勝地めぐり）が55.₇％と，

半数以上を占めている3）．これは後述するように，回答者の₈5％が初来日であることから，とりあ

えず「定番観光」を重視していることの現れと考えられる．次に「買物」が1₇.5％を占め，「体験

型観光」（スキーや登山，文化体験など）の1₇.0％，「日本食を楽しむ」の₉.₈％と続いている．また，

訪日する前に「どんな情報源を重視したか」という質問については，「親戚・友人・WeChat」が

3₈.1％，「ネット・SNS」が35.3％であり，この 2つがとくに重視されていることがわかる．

3 . 2 　リピーターと地域性からみた訪日中国人観光客の特徴

　前節では，調査対象者である中国人観光客の全体像を概観した．それは観光庁の集計結果に近

いことも確認した．ここでは記述統計的特性をとくに「リピーター」と「地域性」に焦点を当て，

中国人観光客の特徴を一層掘り下げてみたい．

　リピーターを獲得する重要性は観光庁（201₈）からすでに指摘されている．海外においても

Alegre & Cladera （200₆），Campo-Martines et al. （2010），Brida et al. （2014）などの実証分析が

挙げられるが，これまで中国人観光客のリピーターに注目した先行研究に関しては，辻本（201₆）

が中国人観光客の観光土産の消費動向を分析している．黄（201₇）はリピーターの消費額が多いこ

とを踏まえ，地域経済の活性化という観点からもリピーターに焦点を当てることが重要であると

述べている．唐（201₈）は，リピーターの増加とともに各地域への体験型観光が一層求められてい

くことが予想されることから，越境 ECの市場規模拡大も期待できると指摘している．他方，日比

野・森地・島田（2011）は，訪日回数による訪問地の違いなどを例に，中国人観光客の行動分析に

おいては地域別のセグメントが重要であることを示唆している．

　表 2によれば，初来日とリピーターの所得層別では，10万元以下の所得層が初来日では全体の

20.₆％を占めているのに対して，リピーターではわずか₆.₉％しかいない．同様に初来日では10～

15万元，1₆～21万元の所得層がより高い比率であるのに対して，リピーターでは22～₆0万元と₆1

万元以上の所得層がそれぞれ3₇.0％と13.2％を占めている．両者を合わせると，リピーターでは半

数の訪日観光客が中所得者の上位層と富裕層であることがわかった4）．

　初来日とリピーターの訪日目的をより明らかにするために，表 3には「今回一番の来日目的」

の回答結果を示している．それによると，「定番観光」目的に関しては，初来日が全体の5₆.₈％を

占めるが，リピーターでも52.5％を占めている．つまり，リピーターでも依然として，「定番観光」

を目的にしている．他方，「日本食を楽しむ」ことや，「買物」では，いずれもリピーターの方で

3）　観光目的についての質問項目は201₇年データが単一選択，201₈年データの「最優先の目的」で分類し
た場合の数字である．以下は同じ区分をしている．

4）　リピーターほど所得が高いことは観光庁（201₈）でも報告されている．
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その比率は高いものの，「体験型観光」については，初来日で1₈.0％を占めているのに対して，リ

ピーターで14.₈％である．これはリピーターが「体験型観光」を求めるという一般的に指摘されて

いる通説とは異なるが，本調査が東京を調査時点にしていることの特殊要因と考えられよう．

　エリア別でみると，北京エリアからの初来日とリピーターの割合は全体の平均に近いが，上海

エリアと広東エリアについてはリピーター率が際立って高い．この背景には，日比野・森地・島

田（2011）が指摘したように，2000年 ₉ 月に北京市，上海市，広東省が訪日団体観光客の試験地域

として指定されたことから，リピーターの訪日旅行者がすでに発生している可能性を示唆するも

のといえる（表 4）．

　表 5に示すように，観光目的をエリア別にみると，北京エリアとその他のエリアは「定番観光」

を目的とする割合が最も高い．これは初来日の割合の高さと無関係ではあるまい．最初はやはり

日本で定番観光を考える人が多いことが考えられる．さらに「体験型観光」が最も高いのは上海

エリアの観光客である．この背景にはやはりリピーターが多いことが考えられる．そして，「日本

食」を楽しむことに興味を最も持っているのは全体では₉.₇％と低いものの，広東エリアが1₆.₉％

を示していることは興味深い．広東人の食通は知られており，「広東人は空を飛ぶものなら飛行機

表 2　初来日とリピーターの所得比較
（％）

来日回数 10万元以下 11～15万元 1₆～21万元 22～₆0万元 ₆1万元以上 合　計
初来日 20.₆ 2₆.4 23.₉ 25.5 3.₆ 553人（100.0％）
リピーター ₆.₉ 20.1 22.₈ 3₇.0 13.2 21₉人（100.0％）

出所）唐成研究室「訪日中国人観光客アンケート201₇，201₈年」．

表 3　初来日とリピーターの訪日目的
（％）

定番観光 体験型観光 日本食 買い物 合計

初来日 5₆.₈ 1₈.0 ₉.3 15.₈ ₆₇0人
（100.0％）

リピーター 52.5 14.₈ 11.2 21.5 223人
（100.0％）

出所）唐成研究室「訪日中国人観光客アンケート201₇，201₈年」．

表 4　エリアから見たリピーター率の比較
（％）

初来日 リピーター 合計
北京エリア ₇3.2 2₆.₈ 1₆4人（100.0％）
上海エリア ₆0.₇ 3₉.3 22₉人（100.0％）
広東エリア 5₆.₆ 43.4 ₈3人（100.0％）
他エリア ₈₆.₇ 13.3 2₈₆人（100.0％）
平　均 ₇2.₇ 2₇.3 ₇₆2人（100.0％）

出所）唐成研究室「訪日中国人観光客アンケート201₇，201₈年」．
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以外何でも食べる，四つ足のものなら机と椅子以外何でも食べる」ということわざもあるように，

訪日目的でも日本食に強い関心を持っているようである．また，「買物」は上海エリア21.₇％，広

東エリア1₈.1％をそれぞれ占めていることから，「買物」はこの 2つの地域のリピーター率を高め

ている要因であることが考えられる．

　表 ₆では訪日観光において，初来日とリピーターに分けて，事前の情報源についての回答結果

を集計している．まず「定番観光」を目的とする初来日は「ネット・SNS」3₇.2％，「親戚・友人・

WeChat」35.₉％，「ガイドブック」32.2％の順で最も役立つことがわかる．一方，リピーターは

「ネット・SNS」45.1％，「親戚・友人・WeChat」34.5％，「ガイドブック・雑誌」25.₇％という順

番で，リピーターは依然として「ネット・SNS」を積極的に取り入れていることがわかる．また，

初来日の観光客は「ガイドブック・雑誌」など第三者が発信する情報や，ネットのような個人ブ

ログ，SNSなど，観光客自身が主体的に情報を収集していることがわかる．

　しかし，「体験型観光」では，リピーターも初来日も「親戚・友人・WeChat」を通じて最もよ

く情報を得ているが，「ネット・SNS」での情報入手率はリピータで顕著に低下する．また，「日

本食」を楽しむという観光目的においても，リピーターと初来日ではそれぞれが最もよく利用す

表 5　地域別の観光目的
（％）

定番観光 体験型観光 日本食 買物 合計

北京エリア ₆4.5 13.3 ₆.0 1₆.3 1₆₆人
（100.0％）

上海エリア 4₈.₇ 1₈.₇ 10.₉ 21.₇ 230人
（100.0％）

広東エリア 4₉.4 15.₇ 1₆.₉ 1₈.1 ₈3人
（100.0％）

他エリア ₆1.1 1₆.0 ₈.₇ 14.2 2₈₈人
（100.0％）

平均 5₆.₈ 1₆.2 ₉.₇ 1₇.3 ₇₆₇人
（100.0％）

出所）唐成研究室「訪日中国人観光客アンケート201₇，201₈年」．

表 6　訪日前に最も役に立った情報源
（％）

ネット・SNS ガイドブック・雑誌 メディア 親戚・友人・WeChat
初来日 リピーター 初来日 リピーター 初来日 リピーター 初来日 リピーター

定番観光 3₇.2 45.1 32.2 25.₇ 10.₆ 15.0 35.₉ 34.5
体験型観光 31.₇ 21.₉ 24.₈ 2₈.1 15.₈ ₉.4 3₉.₆ 50.0
日本食 34.₆ 3₇.5 1₉.2 25.0 1₇.3 4.2 42.3 2₉.2
買物 24.4 40.4 2₇.₈ 2₇.₇ 13.3 12.₈ 43.3 42.₆
平均 33.₉ 3₉.₈ 2₉.0 2₆.4 12.₆ 12.5 3₈.4 3₈.0

出所）唐成研究室「訪日中国人観光客アンケート201₇，201₈年」．
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る情報源が異なり，初来日は「親戚・友人・WeChat」42.3％が最も高く，逆にリピーターは「ネッ

ト・SNS」3₇.5％を最も重要視している．そして，「買物」では再び「親戚・友人・WeChat」が

それぞれ43.3％，42.₆％といずれも最も役に立つ情報源とされる．これは「実物，実体験」は自分

の親しい人から聞いたりしたほうが具体的にイメージしやすく，信頼性の高い人からの情報に影

響を受けやすいためと考えられる．ただ，リピーターは「ネット・SNS」をも積極的に利用して

いることに留意すべきである．これはWeibo（微博）やWeChat（微信）などの SNSのフォロワー

が非常に多く，KOL（Key Opinion Leader）といった影響力のあるインフルエンサーの存在による

ところが大きいものと考えられる．実際，我々のアンケート調査でも，KOLの情報を使って銀座

で買物をしているという回答者もいた．

4．観光行動の計量分析

4 . 1 　買物予算とそれ以外の予算関数の推定

　すでに述べたように，訪日中国人のニーズが「モノ」への関心から「コト」にも向きつつある

ようにみえるが，それでも買物予算は，中国人旅行者の旅行予算に占める割合が大きく，中国人

旅行者の旅行消費額の大きさを支える重要な要因である．図 1に示すように，訪日中国人旅行者

の旅行予算に占める買物予算の割合をみると，所得層が10万元以下では，平均45.4％を占めている

が，他の所得層はいずれも50％台にあり，₆1万元以上の富裕層では₆1.2％を占めている．これは唐

（201₇）が201₆年に実施した都内中国人旅行者のアンケート調査結果の特徴と一致している．つま

り訪日観光において，多くの中国人旅行者の目的の 1つは依然として「買物」である．それが結

果的に日本のインバウンド需要をけん引している．

　そこで，中国人観光客の旅行予算はどのような回帰的な特徴を持つか，その旅行予算額を買物

図 1　訪日旅行予算に占める買物代金の割合
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出所）唐成研究室「訪日中国人観光客アンケート201₇，201₈年」．
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予算と買物予算以外の 2つに分けて，（ 1）買物予算，（ 2）買物以外の予算（いずれも対数）を被説

明変数とし，それぞれの規定要因を推定することにした．説明変数には201₈年ダミー変数を取り

入れ，年次の変化水準を明らかにする．また，すでに指摘した「地域性」の視点から， 4つのエ

リアのうち，北京エリアを基準として，上海エリアダミー，広東エリアダミー，その他（地域）エ

リアダミーを導入した．なお，年齢ダミーは，30歳台，学歴ダミーは大学卒ダミーをそれぞれベー

スとしている．さらに，所得別ダミーでは，21万～₆0万元の所得層をベースとしつつ，滞在日数

やリピーター要因の有意性も検証する．訪日目的ダミーは「定番観光」を基準としている（表 ₇）．

　推定結果をみると，（ 1）の買物予算を被説明変数とした場合，201₈年ダミー変数が有意に負で

あり，これは201₇年時に比べて，中国人観光客の予算額が少なくなったことを意味している．中

国人旅行者の一人当たりの予算額が減少しているという観光庁の新データに対応している．この

背景には中国経済の景気減速傾向や越境 ECによる影響が考えられる．また，エリア別では，北京

エリアに比べ，他のエリアの予算は減少し，パラメータはいずれも負である．広東エリアではと

表 7　買物予算とそれ以外の予算関数の推定結果

被説明変数
（1）買物予算 （2）買物以外の予算

係数 標準誤差 係数 標準誤差
201₈年ダミー －0.331＊＊＊ 0.0₉1 －0.552＊＊＊ 0.0₉0
上海エリアダミー －0.003 0.10₇ 0.304＊＊＊ 0.10₆
広東エリアダミー －0.2₈1＊＊ 0.140 0.223 0.13₉
その他エリアダミー －0.11₆ 0.104 0.1₈₈＊ 0.103
20歳台ダミー －0.110 0.0₈₆ －0.03₉ 0.0₈5
40歳台ダミー 0.145 0.113 0.144 0.111
男性ダミー 0.02₉ 0.0₇₆ 0.00₆4 0.0₇5
中学卒ダミー －0.30₉ 0.350 －0.1₆2 0.3₆5
高卒ダミー －0.2₈5＊＊ 0.125 －0.1₉₈ 0.123
～10万元ダミー －0.4₈24＊＊＊ 0.124 －0.2₇2＊＊ 0.123
11～20万元ダミー －0.2₉5＊＊＊ 0.10₉ －0.3₉0＊＊＊ 0.10₇
₆1万元～ダミー 0.14₈ 0.100 0.0₈4 0.0₉₈
リピーターダミー 0.1₉₉＊＊ 0.0₈₉ 0.14₈＊ 0.0₈₇
観光日数 0.0₆₇＊＊＊ 0.01₈ 0.0₇5＊＊＊ 0.01₇
体験型観光ダミー 0.0₉₆ 0.115 0.0₈2 0.113
日本食ダミー 0.213 0.144 0.2₆3＊ 0.140
買物ダミー 0.445＊＊＊ 0.105 －0.131 0.103
定数項 ₉.051＊＊＊ 0.1₇1 ₈.₇2₇＊＊＊ 0.1₆₉
サンプルサイズ 5₉2 5₇1
自由度修正済み決定係数 0.142 0.14₇

　注）＊＊＊，＊＊，＊は，当該係数が有意水準 1％， 5％，10％であることを示す．
出所）唐成研究室「訪日中国人観光客アンケート201₇，201₈年」．
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くに有意にマイナス傾向が確認された．年令別では，30歳台に比べ符号が，40歳台以上が正で，20

歳台が負にあるがいずれも有意性はない．学歴別には，大学卒以上を基準として，高卒が有意に

マイナスの関係にあることがわかる．さらに，所得別では，21万元から₆0万元までを基準として，

20万元以下では有意に負となっており，₆0万元以上は逆に基準所得層と有意な差はないものの，符

号は正となっている．さらに，中国人観光客のリピーターや訪日の観光日数では，リピーターで

あれば，そして日数が長いほど有意に正であり，リピーターの買物予算が高いことを示している．

訪日目的では，定番観光に比べ，買物ダミーの符号が有意に正であることを示し，買物目的の旅

行者は，当然のこととはいえ定番観光目的の旅行者の予算を超える金額を買い物のために確保し

ていることがわかる．

　他方，（ 2）買物以外の予算については，（ 1）と同じく，201₈年ダミー変数が負であり減少にあ

ることがわかる．買物予算と同じく，買物予算以外の予算額は201₇年に比べて減少していること

がわかる．ただ，エリアダミーでみると，北京をベースとした場合，広東エリアは有意な差がな

いものの，上海エリア，その他エリアの変数の係数はいずれも有意に高い．また，所得層別では，

21万元～₆0万元までの所得層に比べて，20万元以下の所得層ではいずれも有意な減少を示してお

り，逆に₆1万元以上の階層は，有意ではないものの，符号はプラスの増加を示している．さらに

中国人観光客のリピーターや観光日数についてはリピーターであれば，あるいは滞在日数が長け

れば，有意にプラスであり，買物予算以外も高いことを示している．訪日目的では，定番観光を

ベースとした場合，「日本食を楽しむ」が有意に正であることが興味深い．

4 . 2 　多項ロジットモデルによる観光特性の推定

　ここでは，訪日中国人観光客が最も重視する訪日目的を 4つに絞って，訪日目的の選択行動を

多項ロジットモデルで推定している．具体的には訪日中国人旅行者が「定番観光」，「体験型観

光」，「日本食を楽しむ」，「買物」の 4つの訪日形態を選ぶ行動を想定する．この場合，多項ロ

ジットモデルは以下のように定式化される．

　いま，中国人観光客 iには訪日目的選択に関して，j個の選択対象があり，選択結果を Yiで表示

しよう．ここでは，中国人観光客が訪日目的選択である定番観光（Yi＝ 0），体験型観光（Yi＝

1），日本食を楽しむ（Yi＝ 2），買物（Yi＝ 3）というそれぞれの旅行目的 jを選んだときに得ら

　　　 3（買物） if Y *3,i＞Y*2,i,Y*3,i ＞ Y*1,i,Y*3,i ＞ Y*0,i
　　　 2 （日本食を楽しむ）	 if	Y*2,i ＞ Y*3,i,Y*2,i ＞ Y*1,i,Y*2,i ＞ Y*0,i
Yi＝　 1 （体験型観光）	 if	Y*1,i ＞ Y*3,i,Y*1,i ＞ Y*2,i,Y*1,i ＞ Y*0,i
　　　 0 （定番観光）	 if	Y*0,i ＞ Y*3,i,Y*0,i ＞ Y*2,i,Y*0,i ＞ Y*1,i
 ただしY*j,i＝a＋bjXi＋∊i

⎧
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れる効用を潜在変数Y*j,i，実際に選択された保有形態を観測変数 Yiとしている．潜在変数Y*j,i は説

明変数 Xiと誤差項∊iによって決まるが，パラメータ bjが選択肢ごとに異なるため，どの選択肢を

とるかで潜在変数Y*j,i が異なる．そこで，訪日中国人観光客は潜在変数Y*j,i が最も大きくなるよう

な訪日目的 jを選び，その結果が Yiとして観察されることをモデルは示している．

　ここでは，中国人観光客の具体的な観光目的選択行動にとって，選択肢に共通の順序はなく，

どの選択肢で潜在変数が大きくなるかは中国人観光客によって異なると仮定する．例えば，「日本

食を楽しむ」を最も優先的な訪日観光目的とする中国人観光客にとって，得られる効用はほかの

選択肢より大きいので，「日本食を楽しむ」を選択する．同様に，買物を選択する中国人観光客

は，最も大きい効用が得られるからそれを選択しているはずである．

　表 ₈の推定結果は「定番観光」を基準としたときの推定結果を示している．「定番観光」を基準

に目的選考の強度を評価したとき，体験型観光では，エリアダミー，年齢，所得，学歴，所得層

のダミー変数はいずれも有意ではなく，「定番観光」と「体験型観光」にははっきりとした差はみ

られない．ただし，201₈年ダミー変数は強い正の値が推定されており，トレンドとして201₈年ダ

ミーで体験型観光への増加傾向を示していると考えられる．ただし，情報源をどこから得ている

のかについて，「ネット・SNS」ダミーが負で有意になっている．「体験型観光」では，「定番観光」

ほど「ネット・SNS」を参考にしているわけではないことを示唆している．

　「日本食を楽しむ」という目的選択では，201₈年ダミーが体験型と同じく，有意に正であり，広

東エリアも正にあることがわかる．つまり，「日本食を楽しむ」傾向が北京エリアの観光客よりも

広東エリアの観光客のほうで有意に大きいことを意味している．このことから広東の旅行者は北

京エリアよりも日本食を楽しみたいという目的で訪日する度合いが大きいと考えられる．観光（滞

在）日数のパラメータは有意に負の値が示されていることから，滞在期間の短さは「日本食を楽し

む」方向を強めるような連関が観察される．また，情報源としては「ネット・SNS」や「ガイド

ブック・雑誌」のダミー変数のパラメータも有意に負であることとなっている．これはどちらか

といえば，ベースとした「メディア」の方をよく参考にしていることを意味する．

　さらに，「買物」を最優先の訪日目的とした場合，同じく201₈年ダミー変数は有意に正である．

30歳台を基準にして20歳台ダミー変数は有意に正であり，「定番観光」よりは20歳台の「買物」の

方を選択する度合いが大きいといえよう．また，「日本食を楽しむ」場合と同じく，観光（訪日）

日数の係数は有意に負である．観光日数の短さは「定番観光」よりは「買物」を選択する可能性

が高いことを示している．このように，「日本食を楽しむ」と「買物」については，「定番観光」

や「体験型観光」とは異なる固有の選択行動の特徴がみられる．
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5 ．お わ り に

　本研究では，インバウンド需要の 3割以上を占める中国人旅行者を対象として，独自のアン

ケートに基づく中国人観光客者の観光行動の分析を行った．その結果，本研究では，既存研究に

ない中国人観光客の年齢，性別，収入，教育水準など詳細な属性や要因に加え，日本観光のニー

ズ目的を細分化することにより，中国人観光客の全体像を把握し，リピーターか否か，あるいは

旅行者の「地域性」に起因する諸特性をある程度実証的に示すことができた．

　本研究の結果は主に次のようにまとめることができる．第 1に，中国人観光客が求めている日

本観光はどのようなものであろうか，ということについて，主に「定番観光」，「体験型観光」，

表 8　多項ロジットの推定結果

訪日の観光行動の決定
要因

被説明変数は訪日観光の割合が最も大きい「定番観光」を 0，「体験型観光」を 1，
「日本食を楽しむ」を 2，「買物」を 3として分類した．推計結果は 0のケースを
基準とした場合

体験型観光 日本食を楽しむ 買物
係数 Z値 係数 Z値 係数 Z値

201₈年ダミー 3.3₉2＊＊＊ ₇.₉2 3.₆₉3＊＊＊ ₆.1 1.₆5₆＊＊＊ ₆.44
上海エリアダミー －0.2₆1 －0.₇ －0.15₇ －0.33 －0.14₈ －0.45
広東エリアダミー 0.2₆1 0.4₇ 1.54₆＊＊＊ 2.₇ 0.4₇0 1.05
他エリアダミー －0.0₇₇ －0.21 －0.05₆ －0.11 －0.203 －0.₆1
20歳台ダミー 0.2₇4 0.₉3 －0.0₉₉ －0.2₈ 0.535＊＊ 1.₉₇
40歳台ダミー －0.355 －0.₈1 －0.₆₉1 －1.1₇ －0.1₇₆ －0.4₈
男性ダミー 0.14₇ 0.54 0.435 1.31 －0.015 －0.0₆
中学卒ダミー 1.34₆ 1.21 －11.112 －0.02 1.3₈2 1.51
高卒ダミー －0.23₈ －0.54 －1.051 －1.52 －0.0₇1 －0.1₈
～10万元ダミー －0.1₉₉ －0.45 －0.40₇ －0.₇ －0.30₇ －0.₇4
11～20万元ダミー 0.0₇0 0.1₈ －0.0₇4 －0.15 0.211 0.₆1
₆1万元以上ダミー －0.135 －0.3₈ －0.400 －0.₉4 0.110 0.35
リピーターダミー －0.1₆3 －0.52 －0.041 －0.11 0.21₉ 0.₈1
観光日数 －0.051 －0.₈1 －0.15₈＊ －1.₆₇ －0.1₈5＊＊＊ －2.5₉
口コミ・SNSダミー －0.₉₆2＊ －1.₇2 －1.11₆＊ －1.₆₆ －0.30₈ －0.₈₈
ガイドブック・雑誌 －0.₇43 －1.31 －1.32₆＊ －1.₈5 0.104 0.3
親戚・友人・WeChat －0.5₇2 －1.03 －0.₇₉₆ －1.1₈ 0.1₈5 0.54
定数項 －2.401＊＊＊ －2.₉₆ －2.201＊＊ －2.1₇ －1.0₆2 －1.5₆
サンプルサイズ ₆21
Log likelihood 5₈3.₈₆3₉
Pseudo R2 0.1₈0₆

注）＊＊＊，＊＊，＊は，当該係数が有意水準 1％， 5％，10％であることを示す．
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「日本食を楽しむ」，「買物」という 4つの訪日目的をセグメント化，それぞれリピーター要因，地

域性，情報源と関連する特徴を明らかにしている．この結果，初来日の旅行者はもちろんである

が，リピーターも依然として「定番観光」が重要な訪日目的である．

　第 2に，中国人訪日観光客も訪日中国人のトレンドとして，近年は「深度遊」（体験型観光）と

いう旅行スタイルの流行語があるように，個人の興味や関心ある場所を訪れる個性重視の体験型

の旅へシフトしているとされている．しかし，分析結果からは少なくとも東京に訪れているリ

ピーターは「買物」も大きな訪日目的であることがわかる．買物は，依然として中国人旅行者の

旅行消費額の大きさを説明する 1つの有力な要因である．

　第 3に，中国人観光客の「地域性」の特徴がある程度明らかになった．とくに，「買物予算」で

は，広東エリアは北京エリアに比べて，カネを使わない傾向が強く，「定番観光」よりも，「日本

食を楽しむ」行動を好む傾向を強く示している．また，「買物以外の予算」では，上海エリアは北

京エリアに比べて高めの傾向を示している．さらに，「買物」では，30歳台に比べて，20歳台のほ

うが買い物嗜好の強さを示していることもわかった．

　このように，本研究からは，インバウンド需要を促進するためには，リピーターや地域性の視

点に立った観光促進策の重要性が示唆される．しかしながら，本研究は調査資源が限られている

こともあり，解明すべき多くの研究課題がまだ残されている．とくに，情報源の重要度合いにつ

いては，「親戚・友人・WeChat」，「ネット・SNS」，旅行誌などの観光情報源の特性（リピーター

や初来日の観光客にとっての共通点や相違性）が明らかになったものの，その理由は，必ずしも明確

にはなっていない．また，調査アンケートは東京都内に限定していることから，今後それ以外の

地域を訪れている中国人観光客との比較分析も不可欠である．アンケートの方法や調査票の改善

を模索しながら，さらに調査・分析を加えていくことにしたい．
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